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30年度の部局運営にあたって 

商工労働部 

「
生
産
性
革
命
」 

「
働
き
方
改
革
」 

商工労働部の施策 
様々な主体や取組みを「つなぐ」仕組みの構築 

役割分担を明確にして 
「つなぐ」 

◆国（近経局・大阪労働局等） ◆市町村 
◆各経済団体             ◆JETRO、JICAなどの機関 

大阪産業・経済の 
グローバル化 

AI、IoT等の 
あらゆる分野への浸透 

・特にアジアを中心とした 
 中小企業のグローバル化 
・ライフ・新エネでは、 
 欧米中心に 
 （ドイツ、アメリカなど） 

・第４次産業革命の取組み 
 による生産性向上や 
 イノベーション創出等を促進 

施策目標 
副首都・大阪の基盤の確立に向けた、 
大阪産業・経済のグローバル競争力向上 

 ・国内市場の縮小とアジア諸国の経済成長 
 ・社会生活全域へのAI、IoTの急速な浸透 
 ・人手不足の顕在化  等 

大阪・関西を取り巻く 
社会経済情勢 

○大阪・関西は、人口減少に伴う国内市場の縮小等
の課題を抱える一方、近隣アジア諸国の成長を取り
込むチャンスも有しています。また、AI、IoT等の革新
的技術が社会生活全域に急速に浸透してくる一方
で、人手不足が顕在化してきています。 

 
 
○このような情勢を受け、商工労働部は、施策全体に
関わる共通の方向性として、「大阪産業・経済のグ
ローバル化」と「AI、IoT等のあらゆる分野への浸透」
を掲げ、様々な主体や取組みを「つなぐ」仕組みの構
築を図ります。 

 
 
○また、より効果的・効率的な施策の展開を図るため、
国が講ずる「生産性革命」や「働き方改革」との連動
を図ります。 

  
 
○あわせて、各経済団体やJETRO、JICAなどの機関と、
役割分担を明確にして連携します。また、市町村とは
新たな連携体制により取組みを強化します。 

 
 
○これらの取組みにより、大阪の産業・経済を支えてい
る中小企業の成長・発展を支援していくとともに、女
性や障がい者など多様な人材が活躍できる環境づく
りを進め、「副首都・大阪の基盤の確立に向けた、大
阪産業・経済のグローバル競争力向上」をめざします。 

中小企業の成長・発展を支援 
多様な人材が活躍できる 

環境づくり 
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